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Agenda

１．Horizon 2020  と マリー スクウォドフスカ キュリー アクションズ
 概要
 日本からの参加実績

２. RISEプログラム
 プロジェクトの要件
 EUからの助成
 応募の準備と手続き
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Horizon 2020 と マリースクォドフスカキュリーアクションズ（MSCA)

欧州研究技術開発 Framework Programme（FP)の歴史
€33億 €５４億 €６６億 €１３２億 €１４９億 €１９３億 €５９９億 €８００億
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 EU・関連国以外のハイテク国（日、米、中、韓、露、など）からの参加企業・機関は、自動的には助成金は
受けられない

 日欧共同公募などでは、日本の機関に対して助成がある（総務省、JST、NEDO、 など）
 RISEでは、欧州からの研究者の受け入れに関わる日本の管理費用が、助成される

研究テーマ タイプ コード 最低要件 資金率 期間 平均助成額 ゴール

Top Down型 Research &

Innovation Action

RIA 3つのEU・関連
国から３法人

１００％ 36-48か月 €２．０－５．０
M

共同研究プロジェクト

同 Innovation Action IA 3つのEU・関連
国から３法人

70% 30-36か月 €２．０－５．０
M

新たな商品やサービス
の検討・企画

同 Coordination ＆
Support Action

CSA 1つのEU・関連
国から1つの法
人

１００％ 12-30か月 €０．５－２．０
M

標準化、政策対話、普
及

Bottom Uｐ型 Research & 

Innovation Staff 

Exchange

RISE 2つのEU・関連
国から2法人
+第3者 （EU・
関連国も可）

１００% 48か月以
内

€０．１－０．８
M

スタッフ・若手研究者
のキャリア開発の為の
短期交流

Horizon ２０２０ 共同研究のタイプと条件
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日本の分野別 参加実績
FP7 (2007-2013) – Horizon 2020 (2014-2015)

55, 28%

51, 26%
17, 9%

12, 6%

17, 9%

10, 5%

8, 4%

6, 3%
5, 3%

4, 2%4, 2%3, 1%2, 1%2, 1%1, 0%

Marie Sklodowska-Curie Actions (MSCA) Information and Communication Technologies (ICT)

Environment (ENV) EURATOM

Nanotechnology (NMP) Health

Infrastructures International Cooperation

Security Transport  (Including Aeronautics)

Space Food security

Energy Social Sciences and Humanities (SSH)

Science for and with Society (SWAFS)

FP7
Horizon 

2020

FP7 + 
Horizon 

2020

Marie Sklodowska-
Actions (MSCA) 37 18 55

Information and 
Communication 
Technologies (ICT)

41 10 51

Environment (ENV) 14 3 17

EURATOM 10 2 12

Nanotechnology (NMP) 16 1 17

Health 9 1 10

Infrastructures 7 1 8

International 6 0 6

Security 5 0 5

Transport  (Including 
Aeronautics)

4 0 4

Space 2 2 4

Food security 3 0 3

Energy 2 0 2

Social Sciences and 
Humanities (SSH)

2 0 2

Science for and with 
Society (SWAFS) 1 0 1

TOTAL 159 38 197

MSCA

ICT
ENV

EURATOM

NANOTECH
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に 日本からの主な参加機関
FP7 (2007-2013) – Horizon 2020 (2014-2015)
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p
MSCA のプログラム

IF ： ポストドクター以上が新たなスキル
を磨くため欧州で研究を行う。

RISE: 研究者だけでなくスタッフも対象として
共同研究の短期交流を支援。

COFUND： 欧州の研究機関とタイアップ
して資金提供。

ITN ： 博士課程の研究者をトレーニングで
欧州の研究機関が受け入れる。
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RISE
多国間の産学共同で研究者・スタッフの交流を通じて知識の移転を促進

ボトムアップ型

産学共同研究

スタッフの交流
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 期間: 最長4年

 最低要件:参加者 3か国 (内、加盟国・関連国は最低2か国、

全員が加盟国・関連国の場合は、大学と大学以外の両者による構成)

 Partnership agreementの締結

 スタッフの異動を支援 (1-12 months)

 スタッフの助成条件:最初の異動の前に6か月以上の勤務実績が必要

 研究者だけでなく研究・イノベーションに携わるスタッフ（管理職、管理
部門スタッフ、技術スタッフ、等）も助成対象

 最大540人・月/ コンソーシアム

RISE の要件
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にEUからの助成金
 EU 加盟国・関連国、に加えアフリカなどの開発途上国は助成の対象
 日本（米・中・韓・露・豪、等）は、自動的には助成は受けられない

いどう

いいどう RISEを利用する場合のMobilityに関する助成

 日本からEU・関連国へ
 旅費や滞在費などの助成はない
 現地の研究機関で使用する設備の使用料や研究材料費は、現地が負担

 EU・関連国から日本へ
 EUからの受け入れのために発生する管理費用を欧州のパートナーより、受け取ることができる
 管理費用は€２,５００/人/月とし、支払方法や負担内容についてコンソーシアムのパートナーと協
議のうえ合意を締結する

 上記の費用は、EUのパートナー経由で日本へ支払われる（日本への直接の支払いはない）

⇒ Partnership Agreement の締結が必要
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Marie Skłodowska-

Curie Action

Staff member unit 

cost *

person/month

Top-up allowance

Institutional unit cost *

person/month

Research, training 

and networking costs

Management 

and indirect 

costs

Research and 

Innovation Staff 

Exchange

2.000 1.800 700

€ （人/月）

研究材料費、設備使

用料、学会参加費、
その他コーディネー
ション、ネットワー
キングなどに関する
活動費unit cos

交通費、宿泊費、日当 管理費用（経理、人
事、
法務、資料作成 等）

EU 科目別助成額

適用外ｎ

にほｎ

日本機関受け取り可
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応募の手順

NCP-Japan 

↓

ホーム
↓

参加するには
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NCP-Japan

↓

ホーム
↓

公募情報
↓

参加者ポータルサイト
（Participant Portal)む

こう公募情報の取得
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応応募時期

RISE

Call  opened:

01/12/2016

Deadline:

05/04/2017 17:00:00

結果 : 締め切り5か月以内 （7月の見込み）
Grant agreementの署名 :  締め切り8か月以内
プロジェクトの開始 ： 2017年11月～ 2018年11月
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応募の準備

 大学/個人の持つネットワークを活用しパートナー探し
経験豊かなパートナーと準備していくのが望ましい

 助成機関による研究助成プログラムへの執着
JSPS （学術振興会）など

 NCP （National Contact Point）の利用
ホームページ、ヘルプデスクの活用

パ パートナー探し
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RISE 手続き上の重要事項

 PIC - Participant Identification Code の取得
（早稲田大学は取得済みなので、以降の事務手続きは
比較的少ない）

 代表者（学長、理事長）によるletter of commitment の提出
活動の意思表示と財務コミット

 Grant agreement の署名は不要

 Partnership agreement の締結



ご清聴 ありがとうございました



日欧産業協力センター
山田 尚道

早稲田大学 研究力強化セミナー
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Horizon 2020

NCP（National Contact Point ）のサービス
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NCP （National Contact Point ) の活動

日本語のポータルサイト運用
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NCP （National Contact Point ) の活動

応募関連資料 マニュアル
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NCP （National Contact Point ) の活動

ヘルプデスクの運用
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NCP （National Contact Point ) の活動

Horizon 2020 の情報収集

 正確な公募情報の収集

 欧州委員会との連絡窓口

 欧州のNCPネットワークへの窓口

 各種手続き、規則改定などのモニター



ご清聴 ありがとうございました


